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中津ファビオラ看護学校 学則 

規程-1- 

 

中津ファビオラ看護学校 学則 

 

第 1 章  総  則 

 

（目的） 

第 1条 中津ファビオラ看護学校（以下、「本校」という）は保健師助産師看護師法及び学校教

育法に基づき、看護師及び准看護師として必要な知識、技術、態度を習得させ、社会に

貢献し得る有能な人材を育成することを目的とする。 

 

（名称及び所在地） 

第 2条 本校の名所および位置は、次の通りとする。 

 

（課程） 

第 3条 本校は、看護師 2年課程（昼間定時制）ならびに准看護師課程を置く。 

 

第 2章 修業年限・定員ならびに学年・学期および休業日 

 

（修業年限および定員） 

第 4条 本校の学科・課程および修業年限、ならびに定員は次の通りとする。 

学科 課程 修業年限 入学定員 総定員 備考 

看護学科 看護師 2年課程 3年 40名 120名 昼間定時制 

准看護学科 准看護師課程 2年 30名 60名  

 

（学年） 

第 5条 本校の学年は、4月 1日に始まり翌年 3月 31日に終る。 

 

（学期） 

第 6条 学年を分けて次の 2学期とする。 

前期  4月 1日から 9月 30日まで 

後期  10月 1日から翌年 3月 31日まで 

 

（休業日） 

第 7条 本校においての授業を行わない日（以下、「休業日」という。）は次の通りとする。 

1）土曜日・日曜日 

2）国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178条）に規定する日 

3）季節休業（1年を通じて 8週間） 

・春季休業   2週間 

・夏季休業   4週間 

・冬季休業   2週間 

4）その他学校長が必要と認める日 

名称 位置 

中津ファビオラ看護学校 大分県中津市大字永添字小森 2110番地 
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2 学校長は、必要により前項の休業日を変更することができる。 

3 第 1項に定めるものの他、臨時に休業を必要とする場合、また、反対に学習を必要とす 

る場合は、学校長がその都度定める。 

 

第 3章  授業科目・単位数・授業時間数及び教職員組織 

 

（授業科目・単位数と授業時間数） 

第 8条 本校の教育課程及び単位数と授業時間数は、別表 1・別表 2の通りとする。 

1） 看護学科 

（1）講義及び演習については、15時間～30時間をもって 1単位とする。 

（2）実験・実習及び実技については、30時間～45時間をもって 1単位とする。 

（3）臨地実習については、45時間をもって 1単位とする。 

  2） 准看護学科 

（1）別表 2の通りとする。     

 

（始業及び終業時間） 

第 9条 始業及び終業時間は次の通りとする。 

学科 始業時間 終業時間 学年・曜日 

看護学科 9時 00分 16時 15分 

1年  月・火・水 

2年  水・木・金 

3年  火・木・金 

准看護学科 9時 00分 16時 10分 
1年・2年 

火・水・木・金 

   ※ただし、臨地実習、その他学校長が学習に必要と認める場合はこの限りではない。 

 

（教職員組織） 

第 10条 本校に次の職員を置く。 

学科 
看護学科 准看護学科 

職名 

学 校 長 1名 

副 学 校 長 1名 

学校担当理事 1名 

副学校担当理事 1名以上 

教務主任（副教務主任） 1名（1名） 1名（1名） 

実 習 調 整 者 1名 1名 

専 任 教 員 
6 名以上 

（副教務主任、実習調整者を

含む） 

4 名以上 

（副教務主任を含む、実習調整者は専任

教員が兼務できる） 

講 師 48名以上 35名以上 

事 務 課 長 1名 

事 務 員 1名以上 1名以上 

学 校 医 1名 

2 学校長は中津市医師会会長が任命する。ただし、医師会会長が兼務することは妨げない。 

3 副学校長は看護職をあてる。 
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  4 本校の職員及び職員の職務等に関する必要な事項は、学校長が別に定める。 

 

第 4 章  入学・転校・退学・休学・復学 

 

（入学の時期） 

第 11条 本校の入学時期は、毎年 4月とする。 

 

（入学資格） 

第 12条 本校の入学資格は次に掲げる通りである。 

1） 看護学科 

（1）保健師助産師看護師法第 8条の規定により、准看護師の免許を得た後 3ヶ年以上准

看護師業務に従事している者、また、准看護師で高等学校を卒業している者。 

（2）心身共に健康で、将来看護師となるのに適する者。 

2） 准看護学科 

（1）学校教育法第 57 条の規定に該当するもので、心身ともに健康で将来准看護師とな

るのに適する者。 

 

（入学試験の手続） 

第 13 条 本校に入学しようとする者は、別に掲げる所定様式の書類をそろえ、入学検定料を  

添えて所定の期日までに学校長に提出しなければならない。 

 

（入学者の選考） 

第 14条 入学志願者には次の各号に掲げる入学試験を行い、学校長は入学試験に合格した者に 

対して選考のうえ入学を許可する。 

・看護学科   1）一般入学試験       

（1）学科試験 

（2）小論文 

（3）面接 

                     2）推薦入学試験      

（1）総合問題 

            （2）面接 

   ・准看護学科   1）一般入学試験       

（1）一般教養 

            （2）作文 

             （3）面接 

             2）推薦、社会人入学試験  

(1）総合問題 

(2) 面接 

 

（入学手続き） 

第 15条 入学を許可された者は、所定の期日までに誓約書に保証人が自書・捺印し、入学金を 

添えて提出しなければならない。 

  2 保証人は 1名とし、原則、両親（親権者）とする。 
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（転校） 

第 16条 学生、生徒が他の学校に転校しようとするときは、転校願にその理由を記載し、学校長

の許可を得なければならない。 

 

（転入学） 

第 17条 学校長は、転入学を希望する者がある時は、その者の現に存学する学校の授業科目並 

びに単位数と授業時間数等の取り扱い、およびその他履修状況が本校と同程、当該年度 

の学年に欠員がある場合に限り、転入学を許可することができる。 

 

（入学及び転入学の授業科目の履修認定） 

第 18条 大学卒業者ならびに他の専門学校（看護師養成所、社会福祉及び介護福祉法の第 40条 

第 2号の規定に該当する者）からの転入者の単位修得の認定については、本人からの申請

に基づき、個々の既習の学習内容を評価し、本校における教育内容に相当すると学校長が

認めた場合には、本校における履修に替えることができる。 

  2 前項の単位修得の認定は基礎分野の範囲のみとする。 

 

（欠席） 

第 19条 学生、生徒は病気その他やむを得ない理由により欠席しようとする時は、その理由を 

速やかに担当教員に届け出なければならない。 

 

（変更の届出） 

第 20条 学生、生徒は次の 1）または 2）に該当するときは、その旨を学校長に届け、承諾を得 

なければならない。 

       1）保証人を変更しようとする時 

        2）本人または保証人の住所、または氏名を変更した時 

 

（退学） 

第 21条 学校長は次の 1）から 4）のいずれかに該当する者を退学させることができる。 

         1）病気、その他の理由により、学生として学業を継続することが困難と認められる者 

         2）修業年限の 2倍の期間在学し、卒業することができない者 

         3）正当な理由がなく授業料を納入期限以上滞納した時 

         4）第 28条の規定により退学に該当する者 

2 学生、生徒が退学しようとした時は、その理由を詳記し、保証人と連名のうえ、学校長 

に届け出て許可を受けなければならない。 

  

（休学） 

第 22条 学生、生徒は病気その他やむを得ない理由により休学する場合は、診断書及びその理 

由を明記し、保証人と連名のうえ、学校長に届け出てその許可を受けなければならない。 

2 休学の期間は 3ヶ月以上、1ヶ年以内とし在学期間に算定しない。 

3 ただし、特別な理由がある時は期間を延長できる。 

 

（復学） 

第 23 条 休学した学生、生徒が復学しようとする時は、保証人と連名のうえ、復学願を提出し、 

学校長の許可を得なければならない。 
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    ただし、休学が傷病による場合は、医師の証明書添付しなければならない。 

 

第 5 章  学習の評価 

 

第 24条 学習の評価は、学科試験、臨床実習および平素の出席状況、学習状況を考慮するもの 

とする。 

2 1科目の出席時間数が授業時間数の 3分の 2に達しない者は、その評価を受ける資格を 

失う。 

3 全授業科目の評価は、100点満点とし 60点以上を合格とする。 

4 試験に欠席したもので、学校長がその理由をやむを得ないと認めたものについては追 

試験をうけることができる。 

5 全授業科目の評価が、合格点に達しなかった場合は、再試験及び再実習を受けることが

できる。それ以外の試験に関しては、学校長の許可により必要と思われる試験を行なうこ

とができる。 

6 再試験及び再実習は、指定した日に受けなければならない。 

 

第 6 章  進級・卒業等 

 

（進級・卒業の認定） 

第 25条 所定の教科目を履修、または終了した者については、学校長が認定を行う。 

2 欠席日数が学年内に所定の出席すべき日数の 3分の 1を超えるものについては、原則と 

して進級又は卒業を認めない。 

3 全教科目を終了した者に対し、学校長は卒業の認定を行い、卒業証書を授与する。 

 

（専門士の称号） 

第 26条 学校長は、前条により、本校看護専門課程看護学科を終了した者に対して、専門士（医 

療専門課程）の称号を授与する。 

 

第 7 章  賞  罰 

 

（表彰） 

第 27条 学校長は学業優秀、品行方正でありかつ他の学生、生徒の模範と認められる者を表彰 

する。 

（懲戒） 

第 28条 学校長は次の各号に該当する学生、生徒を懲戒することができる。 

1）性行不良で、改善の見込みがないと認められる者 

2）成績が著しく不良で修業の見込みがないと認められる者 

3）正当な理由がなく出席状況が悪い者 

4）この学則の他、本校に定める諸規則にそむき、学校の内外を問わず公の秩序を乱 

し、その他学生、生徒の本分に反する者 

 

2 前項の懲戒は次の通りとする。 

1）訓告 

2）停学 
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3）退学 

3 停学が 3ヶ月以上にわたる時、その期間を在学期間に算入しない。 

4 処分を受けた場合は、始末書（様式 12）を提出する。また、誓約書に同意する。 

 

第 8 章  受験料（入学検定料）・入学金・授業料 

 

（授業料等の納入） 

第 29条 学生、生徒は本校所定の授業料（入学検定料）、その他の納入金を指定の期日までに 

納めなければならない。 

2 これらの金額は別に定める。 

3 既納の授業料（入学検定料）、入学金は理由の如何に関わらず返還しない。 

ただし、3月 31日までに入学辞退の申し出があった者に限り、入学金を除き返還する。 

 

第 9 章  個人情報保護管理 

 

（個人情報保護） 

第 30条 学校長は、学生・生徒、教職員に対し個人情報管理について確実な履行を推進する。 

2 その他、学生・生徒、教職員の個人情報保護に関する必要な事項は別に定める。 

 

第 10 章  ハラスメント防止等 

（ハラスメント防止等） 

第 31条 本校においてセクシャルハラスメント、パワーハラスメント、アカデミックハラスメ 

ント及びその他のハラスメントに関する必要な事項を定め、学生・生徒の修学上および 

教職員の就労上の快適な環境を形成する。 

    2  その他、学生・生徒、教職員のハラスメント防止等に関する事項は別に定める。 

 

第 11 章  自己点検・自己評価 

 

（自己点検・自己評価） 

第 32条 本校の教育研究水準の向上を図り、教育目的、教職員の学校運営に対する意識啓発お 

よび社会的使命を達成するため、自ら点検・評価を行い、その結果を公表するものとす 

る。 

  2 前項の点検および評価の実施に関し、必要な事項は別に定める。 

 

第 12 章  在留資格のある外国人及び外国人留学生の受け入れ 

 

（外国人の受け入れ） 

第 33条 学校長は、在留資格のある外国人で本校に入学を希望する者があるときには、書類選考

のうえ学則第 14 条に規定する入学試験を行い、それに基づいて運営委員会で検討し入学

を許可する。 

2 外国人留学生の入学に関し必要な事項は、留学生規程に定める。 
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第 13 章  健康管理 

 

（健康管理） 

第 34条 学校長は学生、生徒に対し、年 1回健康診断を行う。但し、学校長が必要と認めた時 

は臨時にこれを行う。 

2 その他、学生、生徒の健康管理に関する必要な事項は別に定める。 

 

第 14 章  図書管理 

 

（図書管理） 

第 35条 学習・教育及び研究活動に資することを目的に、本校に図書室を設置する。 

2 別に定める図書管理規程に基づき、原則、学生、生徒、教職員の利用に供する。 

 

第 16 章  運営会議等 

 

（運営会議） 

第 36条 本校の運営に関する重要事項を審議するため、運営会議を置く。 

2 運営会議の組織及び運営に関し必要な事項は、学校長が別に定める。 

 

（その他の会議） 

第 37条 前条の会議の他本校の運営を円滑かつ適正に行うため、各種会議を置くことができ 

る。 

2 前項に規定する会議に関する必要な事項は、学校長が別に定める。 

 

第 17 章  雑則 

 

（細則） 

第 38条 学校長はこの学則の施行について、必要な細則を別に定めることができる。 

 

附則 1.この学則は、平成 7年 4月 1日から施行する。 

       尚、平成 7年 3月 31日在学中の者については従前の学則を適用する。 

   2. この学則は、平成 11年 4月 1日から施行する。 

       尚、平成 11年 3月 31日現在、在学中の者については従前の学則を適用する。 

3. この学則は、平成 14年 4月 1日から施行する。 

       尚、平成 14年 3月 31日現在、在学中の者については従前の学則を適用する。 

4. この学則は、平成 15年 3月 1日から変更し、施行する。 

5. この学則は、平成 22年 4月 1日から施行する。 

       尚、平成 22年 3月 31日現在、在学中の者については従前の学則を適用する。 

6. この学則は、平成 25年 4月 1日から施行する。 

       尚、平成 25年 3月 31日現在、在学中の者については従前の学則を適用する。 

7. この学則は、平成 30年 5月 31日から施行する。 

8. この学則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

9. この学則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

10. この学則は、令和 7年 4月１日から施行する。 
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